






要約:乳児期の散発性非 A非 B型肝炎 22 例について検討した。一般に肝機能異常は生後 12

か月以内に改善し、組織学的には focal necrosis のみで non-specific reactive 

hepatitis と考えられる症例が最も多かった。chronic hepatitis は 3 例にみられ、この 3

例は生後 12か月以上にわたり肝機能異常が続いた。HCV の関与については原因検索は HCV

抗体と HCV-RNA を丹念に調べたが、乳児期の散発性の非 A非 B型肝炎では HCV が関与して

いる可能性は低いと考えられた。 


